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水島港のまち、倉敷・玉島の
両商工会議所新会頭に聞く



水
島
港
の
ま
ち
、倉
敷
・
玉
島
の

両
商
工
会
議
所
新
会
頭
に
聞
く

　
水
島
港
を
有
す
る
倉
敷
・
玉
島
の
両
商
工
会
議
所
で
は
、平
成
25
年
秋
の

議
員
改
選
に
伴
い
会
頭
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
特
集
で
は
、

就
任
に
あ
た
り
両
会
頭
に
水
島
港
へ
の
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

水
島
港
と
倉
敷
の
一
体
化
を
目
指
し
て

県
全
体
で
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
発
展
を

倉敷商工会議所　会頭
井上　峰一氏

玉島商工会議所　会頭
原田　格二氏

倉敷と水島を結ぶ水島臨海鉄道の倉敷市駅。右奥に見えるのは工
事中のJR倉敷駅ビル。JR倉敷駅への乗り入れが実現すれば水島
へのアクセスが格段に良くなる。

年代順に追うと、高梁川の中央にあった
中洲が徐々になくなり、埋立地が整備さ
れていく様子が分かる。

　

今
年
、
創
立
85
周
年
を
迎
え
る
倉
敷
商
工
会
議
所
の
会
頭

に
就
任
し
、
企
画
特
別
委
員
会
の
設
置
や
全
職
員
と
の
面
接

を
行
う
な
ど
組
織
の
改
革
強
化
に
着
手
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

商
工
会
議
所
の
立
場
を
考
え
、
倉
敷
の
産
業
発
展
と
街
の
活

性
化
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
も
熟
慮
し
ま
し
た
。
倉
敷
が
誇

れ
る
も
の
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
そ
れ
は
美
観
地
区
で
あ

り
、
倉
敷
中
央
病
院
を
中
心
と
し
た
民
間
の
医
療
・
福
祉
の
充

実
ぶ
り
で
あ
り
、
そ
し
て
水
島
港
を
含
む
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
３
つ
の
柱
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
、
改
め
て
行
政
と
と
も
に
若
者
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る

倉
敷
を
創
造
す
る
こ
と
が
私
の
根
本
理
念
で
す
。

　

こ
の
３
つ
の
柱
を
強
く
す
る
こ
と
が
倉
敷
の
発
展
に
不
可
欠

で
あ
り
、
商
店
街
の
振
興
や
ま
ち
の
賑
わ
い
も
「
水
島
」
が
元
気

で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
、
そ
の
延
長
線
上
に
市
政
の
重
要
課
題

で
あ
る
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
周
辺
の
高
架
化
の
実
現
が
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
は
２
５
０
余
り
の

企
業
が
集
積
し
、
う
ち
20
余
り
の
一
部
上
場
企
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
企
業
の
活
用
、
例
え
ば
、
産
業
観
光
や
企
業
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
な
ど
生
産
と
雇
用

の
現
場
に
と
ど
ま
ら
な
い
役
割
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

倉
敷
は
、
元
々
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
ズ
の
街
で
あ
り
、
自
転
車
で

15
分
も
進
め
ば
田
園
地
帯
に
出
ま
す
。
こ
の
人
間
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
感
を
活
か
し
た
倉
敷
を
創
造
し
た
い
と

念
願
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
倉
敷
と
水
島
は
遠
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
距
離
感
を
縮
め
る
努
力
も
必
要
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
、
そ
の
最
も
効
果
的
な
手
段
と
な
る
の
が
水
島
臨

海
鉄
道
の
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
へ
の
乗
り
入
れ
で
す
。
幸
い
、
第
三
セ
ク

タ
ー
の
水
島
臨
海
鉄
道
株
式
会
社
の
社
長
は
倉
敷
市
長
で
あ

り
、
乗
り
入
れ
に
向
け
た
市
長
の
決
断
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

乗
り
入
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
沿
線
の
開
発
も
進
み
住
宅
の
建

設
や
企
業
の
立
地
も
進
み
、
定
住
人
口
の
増
加
と
消
費
が
喚

起
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　

昭
和
18
年
に
旧
三
菱
重
工
業
航
空
機
製
作
所
の
手
で
開
業

さ
れ
て
70
年
。
水
島
港
と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
水
島
が
、
町
屋

の
文
化
と
歴
史
を
有
す
る
倉
敷
の
町
と
よ
り
一
体
化
す
る
こ

と
、
水
島
臨
海
鉄
道
が
そ
の
未
来
図
実
現
に
向
け
た
大
き
な

契
機
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
と
共
に
よ
り
良
い
倉
敷
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

江
戸
時
代
に
備
中
松
山
藩
の
外
港
と
し
て
栄
え
た
玉
島
は

歴
史
も
古
く
、
旧
国
道
の
通
町
商
店
街
に
は
映
画
館
が
数
件

立
ち
並
ぶ
な
ど
大
変
賑
や
か
な
ま
ち
で
し
た
。
玉
島
港
は
高

梁
川
下
流
に
流
れ
て
く
る
土
砂
の
堆
積
で
遠
浅
が
続
く
場
所

で
、
そ
こ
を
徐
々
に
埋
め
立
て
て
い
き
、
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
の
造
成
な
ど
を
経
て
今
日
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
（
左
地
図

参
照
）
。
私
は
こ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
た
め
、
地
元
の
人
は
こ

の
地
域
に
非
常
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い

ま
す
。
地
元
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
た
港
で
す
か
ら
、
し
っ

か
り
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
年
要
望
し
て
い
た
玉
島
地
区
と
水
島
地
区
を
つ
な
ぐ
水

島
港
水
島
玉
島
地
区
臨
港
道
路
（
新
高
梁
川
橋
梁
）
が
、
平

成
23
年
に
着
工
し
、
平
成
28
年
度
の
完
成
に
向
け
て
よ
う
や
く

形
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
玉
島
・
水
島
地
区
間
の
物
流
の
効
率

が
よ
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
玉
島
地
区
の
生
活
道
路
へ
の
大
型

車
両
の
通
行
量
が
減
る
こ
と
は
地
元
住
民
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
一
方
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
橋
を
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
企
業
誘
致
が
大
き
な

課
題
で
す
。
最
近
で
は
日
本
エ
ア
ロ
フ
ォ
ー
ジ
㈱
の
進
出
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
は
備
品
購
入
ま
で
都
市
部
の
本
社
で

一
括
し
て
行
う
立
地
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
地
元
へ
の
経

済
効
果
の
た
め
に
も
、
地
域
密
着
型
企
業
の
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
へ
の
立
地
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
は
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
山
陽
自
動
車
道
で
岡
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
玉
島
Ｉ
Ｃ
ま
で
か
か

る
時
間
と
、
玉
島
Ｉ
Ｃ
か
ら
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
ま
で
か

か
る
時
間
が
同
じ
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
接
続
の
悪

さ
が
企
業
に
と
っ
て
水
島
港
が
使
い
に
く
い
理
由
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
き
れ
ば
玉
島
Ｉ
Ｃ
か
ら

港
へ
ま
っ
す
ぐ
接
続
す
る
大
型
車
両
の
通
れ
る
道
路
が
欲
し
い

で
す
ね
。

　

地
域
の
発
展
に
は
、
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
全

国
的
に
見
て
も
、
岡
山
県
は
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る

方
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
長
で
あ
る
伊
原
木
知
事
に

は
、
山
間
部
の
農
業
、
都
市
部
の
商
業
、
港
湾
部
の
工
業
と
、

県
全
体
で
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
導
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【平成10年】

【昭和34年】

［玉島港の変遷］

【大正5年】



  

当
社
は
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
平
成
16

年
４
月
か
ら
10
年
間
に
わ
た
り
、
構
造
改
革

特
区
法
に
よ
る
特
定
埠
頭
運
営
効
率
化
事

業
を
行
う
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
株
式
会

社
と
し
て
、
水
島
港
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
６
号
埠
頭
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
管
理
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

  

平
成
23
年
４
月
の
港
湾
法
改
正
に
よ
り
国

際
拠
点
港
湾
と
な
っ
た
水
島
港
で
は
、
国
の

同
意
を
経
て
平
成
26
年
１
月
20
日
に
港
湾

管
理
者
で
あ
る
岡
山
県
か
ら
港
湾
運
営
会

社
の
指
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成

26
年
４
月
か
ら
６
号
埠
頭
の
国
際
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
４
号
埠
頭
の
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー

ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
体
的
な
管
理
運
営
を

開
始
し
ま
し
た
。

  

こ
の
港
湾
運
営
会
社
に
お
い
て
は
、
国
や

県
か
ら
の
港
湾
施
設
の
貸
付
期
間
が
30
年

間
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

長
期
的
な
視
点
で
効
率
的
な
設
備
投
資
や

安
定
し
た
経
営
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
複
数
の
埠
頭
を
管
理
運
営

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
来
の
コ

ン
テ
ナ
貨
物
に
加
え
、
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
お
い
て
は
完
成
自
動
車
が
加
わ
る

な
ど
、
管
理
運
営
の
対
象
と
な
る
港
湾
施

設
、
取
扱
貨
物
の
種
類
、
量
と
も
に
増
大
し

て
お
り
ま
す
が
、
当
社
が
効
率
的
な
タ
ー
ミ

ナ
ル
運
営
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
船
社
や

港
運
会
社
の
皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り
使
い
易

い
港
と
な
る
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
水
島
港
の
競
争
力
も
強
化

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
当
社
の
組
織
に
新
た
に
事
業
戦
略

室
を
設
置
し
、
荷
主
、
船
社
、
港
運
会
社
等

と
の
連
携
の
も
と
で
、
水
島
港
の
利
用
促
進

の
た
め
に
、
創
荷
、
集
荷
活
動
等
に
重
点
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

当
社
の
取
締
役
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
新

た
に
経
営
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の

提
言
等
を
踏
ま
え
、
よ
り
戦
略
的
に
水
島

港
及
び
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
物
流

対
策
に
関
わ
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

今
後
、
世
界
の
港
湾
の
国
際
競
争
が
ま
す

ま
す
激
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、

当
社
は
世
界
に
開
か
れ
た
水
島
港
の
一
層

の
発
展
に
向
け
て
、
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
関
係
業
界
の
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

水
島
港・新
章  

２
０
１
４
．４
．１
．Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
㈱
が
始
め
る

★

★

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
を

整
備
し
ま
す
！

　

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
国
際
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
６
階
建
て
の
マ
リ
ン

タ
ワ
ー
（
鉄
骨
造
・
延
床
面
積
５
１
２
㎡
）

を
建
設
し
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
着
工
し
、

同
年
度
内
に
完
成
の
予
定
で
す
。

　

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
の
１
・
２
階
は
国
際
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
で
働
く
皆
様
の
た
め
の

ト
イ
レ
や
休
憩
所
、
３
・
４
階
は
、
事
務
所

が
整
備
さ
れ
、
５
・
６
階
に
は
、
水
島
港
内

を
行
き
交
う
船
舶
の
安
全
航
行
に
欠
か

せ
な
い
ポ
ー
ト
ラ
ジ
オ
局
が
下
津
井
の

三
百
山
山
頂
か
ら
移
転
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
高
さ
は
地
上
約
25
ｍ
で
あ
り
、
津

波
等
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
避
難
場
所
と

し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
の
建
設
に
よ
り
、
水
島
港

が
利
用
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り
快
適

で
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

マリンタワーイメージ

マリンタワー建設予定地

三百山から
玉島ハーバーアイランドへ
ポートラジオ局を移転

ポートラジオ局の業務

VHF無線電話を介して、直接船舶と入出港に関する情報
通信を行うとともに、港内監視カメラやAISレーダ（船舶自
動識別装置とレーダを組み合わせた装置）を利用して、船
舶の動静を把握し、船舶の輻輳を防ぐための航行調整業務
等を行い、水島港内を行き交う船舶の安全航行に必要な
サービスを提供しています。

水島港国際コンテナターミナル水島港国際コンテナターミナル

三百山

玉島ハーバーアイランド

水島港国際物流センター株式会社の新体制
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水
島
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
 第
5
1
号

発
行
日
＝
平
成
2
6
年
6
月
4
日

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
状
況

　

セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
、
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
、
池
田
道
孝
衆
議
院
議
員
、

加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
、
津
村
啓
介
衆
議
院
議
員
、
山
下
貴
司
衆
議
院
議

員
、
柚
木
道
義
衆
議
院
議
員
、
加
藤
浩
久
岡
山
県
議
会
議
員
、
神
宝
謙
一

岡
山
県
議
会
議
員
が
出
席
さ
れ
る
中
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
中
谷
庄

吉
中
谷
興
運
㈱
代
表
取
締
役
会
長
、
村
瀬
勇
人
水
島
港
運
協
会
会
長
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
水
島
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
多
数
の
関
係
者
と
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

開会挨拶をする伊原木知事

　

セ
ミ
ナ
ー
開
会
に
当
た
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
壇

上
に
立
っ
た
伊
原
木
知
事
は
、
「
産
業
の
振
興
を
通
じ

て
県
民
の
福
祉
を
向
上
す
る
こ
と
が
私
の
公
約
で
あ

り
、
皆
様
方
に
水
島
港
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
利
益

を
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
結
果
的
に
政
策
目
標
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
る
。
岡
山
県
の
産
業
振
興
の
面
で
、

本
県
の
製
造
品
出
荷
額
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る

水
島
港
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大
き
い
。
水
島
港
を

振
興
す
る
こ
と
は
、
本
県
の
産
業
を
振
興
す
る
こ
と
に

な
り
、
産
業
の
振
興
が
進
め
ば
県
民
所
得
の
向
上
、
税

収
の
向
上
、
さ
ら
に
は
県
民
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
る
。
県
で
は
水
島
工
業
地
帯
の
産
業
の
活

性
化
、
競
争
力
強
化
を
可
能
に
す
る
た
め
水
島
港
の

港
湾
機
能
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
様
々
な
支
援
制
度
を
用
意
し
て
い
る
。

本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
機
に
、
更
な
る
水
島
港
の
利
用
を

お
願
い
し
た
い
。
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
伊
原
木
知
事
は
、
「
生
き
活
き
岡
山
の
実
現

～
国
際
拠
点
港
湾
水
島
港
の
取
り
組
み
～
」
と
題
し

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
水
島
港
の
最
新
状
況

等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
港
湾
管
理
者
の
取
り
組

み
と
し
て
、
規
制
緩
和
や
施
設
整
備
等
に
よ
る
物
流

網
強
化
、
ま
た
輸
出
入
コ
ン
テ
ナ
の
集
荷
に
向
け
た
新

た
な
補
助
制
度
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
と
し
て
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
立

地
し
た
場
合
の
優
遇
措
置
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

   

伊
原
木
知
事
は
、
「
国
際
拠
点
港
湾
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
水
島
港
は
、
現
在
４
カ
国
１
地
域
、
週
17
便
の

外
貿
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
を
有
し
て
お
り
、
国
際
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
新
た
に
整
備
し
た
、
水
深
12
ｍ
の
耐

震
強
化
岸
壁
と
３
基
目
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
昨

年
11
月
に
供
用
開
始
し
、
さ
ら
に
新
高
梁
川
橋
梁
も

順
調
に
建
設
が
進
む
な
ど
、
国
の
支
援
を
受
け
て
、
港

湾
機
能
の
強
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
全
国
で
初
め

て
と
な
る
港
湾
運
営
会
社
に
水
島
港
国
際
物
流
セ
ン

タ
ー
㈱
を
指
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
港
湾
運
営
が
行
わ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。」と

現
場
で
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
集
荷
対
策
と
し
て
の
新
た
な

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
に
つ
い
て
、
「
他
港
で
は
荷
主
に

対
す
る
補
助
が
主
で
あ
る
が
、
荷
主
が
取
扱
量
を
増

や
す
こ
と
は
難
し
い
。
本
県
で
は
、
荷
物
を
集
め
る
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。
」
と
説
明
し
、
大

型
コ
ン
テ
ナ
船
を
運
航
す
る
船
会
社
に
対
す
る
補
助

制
度
（
東
南
ア
ジ
ア
航
路
強
化
促
進
事
業
）
と
併
せ
て

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
促
進
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
規
制
緩
和
の
実
績
に

加
え
、
県
内
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
市
街
化
調

整
区
域
に
お
い
て
、
物
流
拠
点
整
備
の
条
件
を
緩
和

し
、
開
発
エ
リ
ア
が
半
径
１
㎞
か
ら
５
㎞
に
拡
大
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
「
県
内
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
物
流
倉
庫
や
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
可
能
に
な
る
。
」
と
企
業

の
進
出
を
促
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
水
島
港
を
利
用
し
て
輸
入
貿
易
を
行
っ
て
い

る
企
業
活
動
の
具
体
事
例
と
し
て
、
和
気
郡
和
気
町

に
本
社
を
構
え
る
谷
尾
食
糧
工
業
㈱
の
横
田
健
一
取

締
役
購
買
・
物
流
部
長
が
「
利
用
企
業
か
ら
見
た
水
島

港
の
優
位
性
」
と
題
し
て
講
演
し
、
為
替
相
場
が
円
安

方
向
に
動
く
こ
と
に
よ
る
輸
入
コ
ス
ト
増
に
対
応
す
る

た
め
、
神
戸
港
利
用
か
ら
水
島
港
利
用
に
シ
フ
ト
す
る

こ
と
で
、
ド
レ
ー
ジ
コ
ス
ト
や
通
関
コ
ス
ト
を
削
減
し
、

国
際
競
争
力
を
強
化
し
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
14
日
、
東
京
都
文
京
区
関
口
の
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
に
お
い
て
、
１
１
４
の
団
体･

企
業
か
ら
２
５
０

名
を
超
え
る
多
く
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
、
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
伊
原
木
岡
山
県
知
事

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
長
）
か
ら
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
水
島
港
の
機
能
強
化
に
向
け
た
最
新

状
況
を
首
都
圏
の
荷
主
、
船
会
社
、
物
流
企
業
な
ど
参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
ま
た
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新

た
な
コ
ン
テ
ナ
貨
物
集
荷
に
向
け
た
支
援
制
度
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

セミナーで説明する伊原木知事

講演する榎田取締役

レセプション

今号の表紙 水島臨海工業地帯の航空写真です。水島港は背後圏に立地する基幹産業の競争力を支える国際物流港湾として発展していきます。
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